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気温が上昇しています。晴れ間がのぞくと３０℃を超えるようになりました。 

梅雨明けの知らせが先か、夏休みが先か、ちょっぴりワクワクの７月になりま 

した。各教科の単元テストで１学期のまとめをした生徒たち。いよいよ夏の中 

体連大会に向かって「夏の勝者」になるべく練習を頑張っています。ひまわり 

の苗をいただきました。これからぐんぐん太陽に向かって伸びていくでしょう。 

ひまわりみたいに太陽に向かって燃える上中生に、熱い応援をお願いします！ 

情報モラル講習会 

ネット環境が発展した現代社会を生きる私たち

は、手軽にたくさんの情報を得たり、気軽に情報

を発信したりできる立場にいます。そんな中で

は、正しく情報と向き合ったり間違った情報や悪

い情報から自分を守ったりする力が必要になりま

す。駐在の高坂警部補に来ていただいて、一緒に

情報モラルについて学びました。 

 特に私たちの身近なツールはスマホです。便

利に使っているうちに、知らず知らずネット依

存症に…なっていませんか。これは、子どもに

限らず、大人のわたしたちも同様です。生活リ

ズムの乱れ、危険なサイト（顔の見えない相

手）へのアクセス、大切な個人情報の流失な

ど、しっかり判断できる使い手にならないと、

大変なことに巻き込まれてしまい

ます。犯罪被害に遭わないため、

健康で安全な生活を送るため、そ

して、情報化社会の中で情報を上

手に活用しながら生きていくため

に、適切な判断力、行動力を身に

付けたいものです。 

認知症サポーター養成講座 

 ２年生が、講座を受講しました。認知症とい

う病気が身近なものになってきています。病気

について理解し、病気の人とどのように接して

いくのがよいか、ビデオを見たり病気の仕組み

についてお話を聞いたりして考えました。 

 

 

 

薬や予防のための食べ物もあるそうですが、

それでも、誰でもかかる可能性のある病です。

大切なことは、病気を理解し、相手に寄り添い

優しい気持ちで接すること。病気でなくても、

誰にでも、当たり前のことだなと思いました。 

 

 

 

 

２年生と富宇加先生、原先生が、サポーター

認定証をいただきました。 

少年の主張西部地区郡大会 

上野中代表の鈴木心寧さんが、郡

大会に出場しました。遠く離れた心の友

を思いながら、自分自身の体験を語り、

「いつか希望は訪れる。」と主張しまし

た。未来を信じて強く進んでいこうとい

う気持ち、きっと友達にも届きました。 

離れていても思いは通じる。そして、きっとまた

良い出会いがある。あなたにも、友達にも、みん

なにも、希望の未来が訪れると私は思います。 



中高学校説明会で万場高校へ 

万場高校と上野中、中里中は、奥多野地区連携

校なので、特別に上野中と中里中の３年生を対象

に、詳しく見学や体験をしていただいています。 

今日は、万場高校の３つのコースを体験させて

いただきました。 

教養コースでは「学校

にスマホをもってきて

いいか」というテーマ

で、高校生と一緒にデ

ィベートをしました。 

福祉サービスコースでは、ベッドメーキングに挑

戦しました。 

水産コースでは養

殖している魚を三

枚おろしにしてみ

ました。初めて…

にしてはうまくで

きたかな。 

夏休みに入ると、多くの高校がオ

ープンスクールを実施します。３

年生は、自分の志望する高校を自

分の目で見て、体験して、「ここ

で次の３年間を頑張るぞ」と進学

先を決めていきます。県内のどの

高校も特色ある教育課程を持ち、「将来の夢に向

かって頑張ろう」という生徒を待っています。い

よいよ３年生の進路選びが始まります。受験まで

７カ月半となりました。自分の進む道です。しっ

かり向き合って、真剣に考えて、一歩を踏み出し

てほしいです。頑張れ、３年生！ 

租税教室 

３年生は、租税教室を行いました。日常の生

活の中では、中学生にはまだ「税」とか「税

金」なんて、あまり関係ない…などと思ってし

まいますが、そんなことはありません。現在、

群馬県には５０種類ほどの「税」があり、私た

ちも税を納め、その税で学校生活や日々の暮ら

しを守ってもらったり、よりよくしてもらった

りしているのです。 

 

 

 

 

 

 

私たちが幸せに生きていくために、多くの税

金が注がれているということ、直接、間接的に

税を納める義務があること、改めて考える機会

になりました。ちなみに

今回は藤岡税務署の中石

さんが来てくださいまし

たが、お土産に１億円

（と同じ重さのにせ紙

幣）を持ってきてくださ

いました。実際、持ってみて「重っ」。その価

値（責任の重み）を感じられたようです。 

星に願いを！ 

七夕が近づいてきました。晴れるかな。大き

な笹竹の枝に、思い思いの願いを書いて飾りま

した。「志望校合格！」「団体戦、優勝！」他

にもたくさんの短冊が揺れて 

います。願いごといっぱい。 

空の星に届きますように。 


